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研究成果の概要 
本課題は豊富な非可食の植物資源から分解・再利用可能な高分子機能材料の開発で、特に高

性能分子触媒による精密重合（オレフィンメタセシス重合とタンデム水素化、定量的な末端官能基

化）を基盤とする高分子機能材料の開発、及びポリマーの選択的な結合切断と高効率物質変換に

よるファインケミカルズの合成法の開発に関する。2023 年度は以下の主要な成果を得た。 
(1) モリブデン錯体触媒による、植物油とグルコースから誘導される非共役ジエン（10-ウンデセン

酸とイソソルビドやイソマンニドからなる対称型のジエステル）の非環式ジエンメタセシス（ADMET）

重合とつづく水素化により、従来手法より高分子量ポリマーが得られた（数平均分子量で 50,000
程度、既報は 1 万程度）。得られたポリマーフィルムはポリエチレンやポリプロピレン等の汎用材料

より優れた引張特性（強度や破断伸び）を示した。ウンデセン酸とグリセロールからなる架橋剤の共

存下で得られるポリマーフィルムでは、さらに破断伸びが向上した。ポリエステルの両末端を定量

的に官能基化する手法（モリブデン触媒法と One-Pot ルテニウム触媒法）を確立した。 
(2) チタン錯体触媒による各種ポリエステルの（酸・塩基フリー条件下での）アルコール分解におい

て、分解後に別のジオールとの重縮合やアルケン-1-オールによる分解反応とつづく ADMET 重

合により、One-Pot かつ定量的な収率で別のポリエステルを与えた。ポリエチレンテレフタレートとモ

ルホリン等との反応では各種アミドへ変換可能で、アミドから各種合成原料へ展開した。ポリマーの

アップサイクルの基盤技術となるニトリルの水素化やエステルのアミド化に有効な固体触媒を開発

した。 
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